
● 分科会　

第 1 分科会 ＜特定非営利活動法人 南大阪地域大学コンソーシアム＞
大学コンソーシアムにおける FD・SD 事業の検証と今後に向けて 
～大学改革の中で今後求められる FD・SD を考える～

FD・SD 事業は、大学連携組織として効果的な取組の１つ
と考えられており、多くの大学コンソーシアムで設立当初
から取り組まれてきた事業の１つです。一方、グランドデ
ザイン答申や教育マネジメント指針においても、IR と並び、
FD・SD が大学教育改革の基盤として機能することが求め
られているなど、その位置付けはますます重要なものに
なってきています。そのため、大学コンソーシアムが担う
FD・SD は、大学単独で行うそれらとの間の有機的な接続
を図ることが求められます。そこで、本分科会では、これ
まで実施されてきた FD・SD の取組を検証するとともに、
今後大学コンソーシアムが担う大学間連携の強みを活かし
た FD・SD の在り方について議論を深めていきます。

● 報告者
杉原　  明�氏　�工学院大学�総合企画部長�

（大学コンソーシアム八王子ＦＤ・ＳＤ専門委員長）
宮原  秀明�氏　�大阪学院大学�大学事務長代理�

（大学コンソーシアム大阪�研修部会推進委員会�副委員長）
辻井  康孝�氏　�羽衣国際大学�事務局次長�

（南大阪地域大学コンソーシアム�FD・SD部会委員）
● コーディネーター
中村  雅司�氏　�大阪大谷大学�副学長�教授�

（南大阪地域大学コンソーシアム�FD・SD部会長）

第 3 分科会 ＜特定非営利活動法人  大学コンソーシアム大阪＞
10 年後の姿から見るキャリア教育の在り方 
～コロナ禍の新しい教育実践を未来に繋げる～

これまでのキャリア教育は就業体験をはじめ様々な形で進
められてきましたが、コロナ禍をきっかけにオンライン活
用など新たな可能性を広げることとなりました。このよう
な新しい局面を迎えた現代のキャリア教育を、10 年後の
教育のあるべき姿とどう繋げ、今後どのように進めいくべ
きかをともに考える機会とします。

● 報告者
木村  亮介�氏　�和歌山大学�クロスカル教育機構�

キャリアセンター�講師
伊藤  淳司�氏　�特定非営利活動法人�エティック��

ローカルイノベーション事業部�事業部長
● コーディネーター
大串  恵太�氏　�追手門学院大学�基盤教育機構�特任准教授�

キャリア開発センター�チーフコーディネーター

第 4 分科会 ＜全国大学コンソーシアム協議会  運営委員会＞
大学コンソーシアムの活動・組織の再考 
～ニューノーマル時代の大学・地域の発展のためのより良い連携の在り方と組織のかたちを考える～ 第 3 弾

今般のコロナ禍を受けて産官学プラットフォームである大
学コンソーシアムにおいても新たな連携の方策を模索する
動きが始まっています。そこで、この分科会ではこれまで
大学コンソーシアムが担ってきた役割を振り返りながら、
ニューノーマル時代に求められる役割やその存在価値につ
いて改めて問い直し、大学や地域にとって望まれる大学コ
ンソーシアムの在り方について共に考えていきたいと思い
ます。

● 報告者
田中  邦明�氏　北海道教育大学・名誉教授
伊勢戸  康�氏　�公益財団法人�大学コンソーシアム京都�事務局長
中水かおる�氏　�一般社団法人�大学コンソーシアムひょうご神戸��

統括コーディネーター
● コーディネーター
川野  祐二�氏　�エリザベト音楽大学�理事長・学長�

全国大学コンソーシアム協議会�代表幹事

第 2 分科会 ＜公益財団法人 大学コンソーシアム京都＞
大学コンソーシアム発のインターンシップ ～京都の事例から～

大学コンソーシアム京都のインターンシップ・プログラム
は「教育プログラム」として産官学が連携し 1998 年度に
開始しました。その実習プログラムや加盟校の最新事例を
紹介しつつ、インターンシップの現状と課題について多角
的に考えていきます。

● 報告者
川本  一範�氏　�京都市�総合企画局総合政策室�大学政策担当��

留学生支援・大学連携推進担当�課長
松本  翔伍�氏　�京都産業大学�共通教育推進機構�

（キャリア教育担当）
吉見  弓子�氏　�京都商工会議所�会員部�統括参事役
● コーディネーター
古川  秀夫�氏　�大学コンソーシアム京都��

インターンシップ・プログラム総合コーディネーター�
龍谷大学�国際学部�国際文化学科教授


